
問い合わせ　冬には温かい部屋から寒い場所への移動など、急激な温度変化によりヒートショックが
起こりやすくなります。特に浴室での救急事案が増えています。

防げ! ヒートショック
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今月のテーマ「旅行中・帰省中の備え」

旅行中・帰省中の備えのポイント
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　令和6年元日に発生した能登半島地震では、旅行中や帰省中の人が多く被災し
ました。災害はいつどこで起きるかわかりません。自宅で備えていても、外出中
に被災する可能性があります。
　年末年始は外出の機会が増える時期です。スマートフォンのモバイルバッテ
リーなどの防災グッズを携帯し、旅行中や帰省中の災害にもしっかりと備えま
しょう。
　また、帰省者や友人を迎える側も、防災食の備蓄、家具の固定など家族や友
人の命を守る準備を整えておくことが大切です。

●家族で安否確認の方法を決めておく
●モバイルバッテリーを携帯する
●宿泊先では、非常口や避難経路を
　確認しておく
●天候を考慮し、無理のない計画を立てる

　浴槽の湯温が高いと心
臓に負担がかかり、リスク
が高まります。

　何かあっても、同居者が
すぐ発見し処置できます。

　飲酒すると血管が拡張
して血圧低下を起こし、体
の反応も低下して転倒しや
すくなります。

消防本部　☎20・1119
ヒートショックを予防するには

温度は41度以下に

入浴前に同居者に一声 飲酒後の入浴は避ける

65歳以上の高齢者や高血圧・糖尿病などの持病がある人は要注意！
みんなでしっかり予防しましょう。
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　部屋間の温度差が大き
いほど血圧の変動も大き
くなります。

脱衣所、浴室を暖める

入浴中の死者数は
年間約2万人!
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問い合わせ

　年末年始は人の動きが慌ただしくなり、全国的に犯罪や
交通事故が増加する傾向にあります。特に特殊詐欺などの
被害は、全ての年代で増加しています。高齢者だけが被害
に遭っているわけではありません。
　「自分は騙されない」と油断せず、いつ被害に遭ってもお
かしくないという危機感を持ち、手口を知って、日頃から
できる対策を取りましょう。

自動音声で不安を
あおる電話

簡単に稼げるという
副業広告

詐欺の被害を
防ごう!

くらしあんしん相談センター　☎24・8070
小松警察署　☎22・0110

●電話やSNSで「必ずもうかる」「リスクはない」とお金の話をされた
●SNSで「副業を紹介する」「報酬は前払いする」と誘われた
●電話で口座情報や預金額を聞かれた

こんな時は詐欺を疑ってください

消費生活センターにも、たくさん相談が寄せられています。

令和7年10月末
特殊詐欺

SNS型投資・ロマンス詐欺

県内187件 約10億6773万円
市内 33件 約6392万円

県内130件 約12億8532万円
市内 22件 約9696万円

STOP!

案内を聞かずに
すぐ切りましょう。

楽してもうかることはありません。
ひょっとしたら闇バイトかも！

はっきりと断りましょう。
タダより高いものは
ありません。

契約内容をきちんと
確認しましょう。

高い買い物になるかも。

1人で決めずに、家族、友人、近所の人、
誰でもいいので相談しましょう！ 
その相談が被害を未然に防ぐかもしれません。

格安価格で
お試しという広告

STOP!

STOP! STOP!

STOP!

無料点検するという
飛び込みの訪問や電話勧誘

市役所や警察には
相談窓口があります
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